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沖縄県がん登録室の紹介 
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1. はじめに 

 県の人 は約144 人で、2014（平成26）年の 数は11,361人、うちがんによる

者は2,965人（男性1,762、女性1,203）であり、 の26%を めている。今 は、

2014年 例のデータを用いて、 県のがんの特 と 県がん登録 の などを

する。 

 

2 県の登録  

 県のがん登録事業は、1988年に「 県悪性新生 登録事業」として開 され、事

業の当初から 県 生環境研究所 にがん登録 を設置し、現在に っている。事業開

年の登録は313件、その後、年々登録件数が増加し、2016年は10,812件（全 がん登録12

件、地 がん登録10,800件）、2017年は15,882件（全 がん登録12,709件、地 がん登録

3,173件）を 集した（図1）。件数増加は、全 がん登録へ向けて 等の関心が高まり、

積極的に 例検 に取り組んだことが推 される。 
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15882

1991年：その 2,134件

は「第3次がん実態

」実施により採録

2009年：標 DBS導入。2007年

断 例より登録開 。以 は

採録を実施していない。

2015年12月 道 県DBSへ移行

全 がん登録分

2016年 12件（1か所）

2017年 12,709件（60か所）
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3. 登録 度 

2014年 例の登録 度は、DCO割合4.1 であり、年々 度が高まっている。 

 

4. 県のがんの特  

 2014年のがん 数は、7,758

件（男性4,166、女性3,591、不

1・上 がん除く）であった。

男性で最も多い部 は大 であ

り、 、前立 、 、

の順であった。女性で最も多

い部 は であり、大 、子 、

、 の順である。全 （2013

年年 整 率）と比較すると、

男性の大 、女性の や子 の

が多く、 は男女ともに

に い（図2）。 

では、男性で 、大 、 、

、 の順、女性

では 、大 、 、 、子

である。 

また、年 別の の では、

40-64 以 が める割合が男性

29.2 、女性36.5 と全 より高

い にある。75 以上の は

全 と差が無いことから、 県

では、全 より く している

ことがうかがえた（図3）。 
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5. がん登録 から 機関への とその課題 

 の際に生じた疑義照会は で行っているが、登録後に照会事 と結果をまとめて

文書 し、 している。さらに各 機関で共通する事 や の流れなどをまとめて、

がん登録 ホームページに し、 を行っている。 

全 がん登録では、 は 義務が課せられる。2016年 例の が本格 した2017

年は、全 がん登録分として12,709件（60 機関）を受理した。件数の90 機

関数の43 を、地 がん登録の がある 機関が めていた（表1）。 

制度 により初めて け る 機関では、件数が ない 機関がほとんどであり、

かい助言が必要であった。 

のない は、地 がんの がないところが多く、制度の周知が不十分である可

能性がある。2016年 例の がなかった に対して、今後、効果的な を行っ

ていく必要がある。 
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